
広島の基町アパートと関わるアートプロジェクト 

 
⽇程：9 ⽉ 30 ⽇（⼟）〜10 ⽉ 29 ⽇（⽇） 会場：広島市中区基町住宅地区内各所 

参加作家：キャンディー・バード、古堅太郎、イタイミナコ、⿅⽥義彦、魏双斌 
 

基町住宅地区において、地域の歴史や住⺠の⽅の記憶などをリサーチし、美術作品として
残す活動を展開する「まほらプロジェクト」は、9 ⽉ 30 ⽇（⼟）〜10 ⽉ 29 ⽇（⽇）の
間、国内外の美術作家 5 名による作品展⽰「基（もと）いの町 2023〜おとなりさん」展を
⾏います。 
 

広島城のすぐ横にそびえる特徴的な⾼層アパート群として、広島のアイコン的な存在にもな
っている基町住宅地区。戦後の住宅不⾜解消のための⽊造公営住宅からはじまり、1950〜70
年代の中⾼層アパート建設を経て現在の姿となったこの場所は、戦後の広島の復興を象徴す
る場所とも呼ばれる⼀⽅、近年は、少⼦⾼齢化や外国籍世帯の増加など、現代社会の複雑な
現状を映し出す場ともなっています。 
 

「まほらプロジェクト」は、この基町を舞台に、美術作家と共に、地域のリサーチや住⺠の
⽅の取材をもとに、町の歴史や記憶を美術作品として残す試みとして 2021 年にスタートし
ました。過去 2 回のプロジェクトでは、広島出⾝/在住の現代美術作家 5 名が作品を制作しま
した。今年は継続して参加する広島の美術作家に加え、基町に暮らす作家、本プロジェクト
として初めて台湾から招聘した作家らが、それぞれの⼿法で基町と関わり、その成果を作品
として発表します。 
 

この機会をぜひ多くの⽅に知っていただくべく、情報の発信にご協⼒いただければ幸いで
す。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
《展⽰概要》 
展覧会名 基（もと）いの町 2023〜おとなりさん 
会  期 開催中〜10 ⽉ 29 ⽇(⽇)  ⾦・⼟・⽇開場（休場⽇：⽉〜⽊曜⽇） 
時  間 12:00ー17:00 (最終⽇は 15:00 まで) 
観 覧 料 無料 
会   場 基町住宅地区（ユニテ、Make、オルタナティブスペースコア他） 
主催：まほらプロジェクト 共催：基町プロジェクト（広島市⽴⼤学・広島市中区役所）  

協⼒：基町地区社会福祉協議会、基町連合⾃治会、オルタナティブスペースコア 
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《関連イベント》 
 
■ ワークショップ「おとなりさんとお茶&コラージュ作り」 
基町ショッピングセンターで売っているアジア系のお菓⼦を⾷べながら、みんなで⼀緒にお
茶しませんか？お菓⼦の包装紙を使ったコラージュ作品を作ることもできます。展⽰巡りの
休憩にも、ぜひお⽴ち寄りください。 
 
⽇ 程 会期中の⼟⽇曜⽇ 
時 間 12:30-16:30 ※最終⽇は 15:00 まで 
場 所 Make（基町郵便局隣り）  
参加費 無料 ※事前申し込み不要  
対 象 どなたでもお気軽にお越しください（⼩学 3 年⽣以下は要保護者同伴） 
※開場中は出⼊り⾃由 ※コラージュ制作の所要時間は 15〜30 分程度 
 
■ 基いの町を巡るツアー  
各展⽰会場を案内⼈と⼀緒に回りながら、作品を鑑賞します。  
⽇  時 10/21(⼟)、両⽇とも 13:00〜14:00  
集合場所 Make（基町郵便局隣り）  
参 加 費 無料  
対  象 どなたでもお気軽にお申し込みください  
予 約 制 先着 5 名程度  
お申し込みはこちら→https://forms.gle/MToxU9fEBT8trTZd8  
※定員に達していなければ当⽇参加も可能です 
 
■ その他 
基町住宅地区の児童館や地域包括⽀援センター、デイケアなどと連携し、各施設の利⽤者の
皆さんと⾏うワークショップも予定しています。ご取材を希望される場合は詳細をお問合せ
ください。 
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《参加作家》※写真はすべて参考作品 
キャンディ・バード 

1982 年台北⽣まれ、台北在住。華梵⼤学芸術学部卒業
（2006 年）。⼈⽣のさまざまな側⾯、状況を描きだし、
内的な⾃⼰との深い対話を⾏うことに焦点をあてた作品制
作を⾏い、映画、絵画、パフォーマンス、公共アートなど
幅広い分野で活動をしている。 
 
今回キャンディ・バードは、基町に⼀週間滞在し、⽇々映
像を撮影しながら、それをとあるカップルのささやかな物
語と重ね合わせることで、いつかどこかで、もしかしたら
この場所で、起きたかもしれない物語を紡ぎ出す。 
 

古堅 太郎 
1975 年広島県⽣まれ、広島県在住。2016 年より広島
を拠点に活動。広島における記憶や歴史のデコロナイ
ズに注⽬しながら、過去の想起のシステムや、そこか
らこぼれ落ち、忘却されていく歴史に着⽬しながら作
品を制作。 
 
古堅は「基いの町 2021」から継続的に基町の⾼層アパ
ート建設の背景にある近代建築の規範と、実際の⼈々
の⽣活との間にあるギャップや違和感を⼿がかりに制
作を⾏っている。 
 

イタイ ミナコ 
1994 年福岡県⽣まれ、広島県在住。地域⽂化を掘り
起こし、街のもつ潜在的な可能性や課題と向き合うこ
とで表現へと繋げている。近年は、市営基町⾼層アパ
ート 6 コアの⾃治会⻑を務めながら実践研究を⾏う。 
 
イタイは⽇々住⺠から持ち込まれる様々な相談事を聞
きながら、その姿を陶⼟で形作る作業を続けてきた。
今回そうして⽣まれた⼟⼈形と、イタイ⾃⾝が住⺠の
語りを再現する映像作品を展⽰する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

《調和した尺度としての⾝体スケール》 
2021 年 

《アザーズーGood Night, and Good 
Morning》2018 年 

《基町⽂化研》2020 年 
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⿅⽥ 義彦 
1983 年広島県⽣まれ、広島県在住。2012 年広島市⽴
⼤学⼤学院博⼠課程修了。視覚芸術家として美術作品
の制作、平⾯系のデザイン、写真表現の研究、造形教
育を⾏なっている。 
 
これまでも基町の写真アーカイブの活⽤プロジェクト
に携わってきた⿅⽥は、かつて基町に住んでいた⽣物
教師が残した植物のドローイングを⼿がかりに、⾝近
な植物を起点に作品を制作する。 
 

魏 双斌 
1988 年中国湖北省出⾝、広島県在住。歴史や現在の
社会問題にアプローチしながら、⽇本と中国を取り巻
く現象をモチーフに、中国⼭⽔画の表現⼿法を取り⼊
れた「⽴体⼭⽔」を制作する。 
 
基町の住⺠でもある作家は、これまでに制作してきた
中国の故郷と広島のモチーフを重ね合わせた「⽴体散
⽔」の展⽰に加え、中国の陶磁器⽣産地の職⼈らと協
働した新作を展⽰する。 
 

 

《タイムスケープ(城と視た)》2022 年 

《故郷のイメージ》2021 年 
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